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研究成果の概要（和文）：(1)司法英語で、どの一般的な語がどのような一般語義と専門語義とで使い分けがなされて
いるのかを明らかにした。(2)一般的な語が一般語義と司法語義で使用される場合の文法形式の差と、その地域別、ジ
ャンル別の頻度を明らかにした。(3)司法英語で用いられる独特な類義語、専門性の高い法律用語を数量的に明らかに
した。(4)司法英語では、極めて基本的な動詞の目的語に司法英語の専門用語を持ってくる表現形式が特徴的である。
この用法で使われる基本動詞、その目的語となる専門用語、コロケーションなどを地域別ジャンル別に分類し、典型的
な用法とその使用頻度を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：(1) We extracted 3183 legal definitions from 2806 words that are marked as law 
use in the Oxford English Dictionary (1989), and listed these 3183 legal senses used in these 2806 words. 
(2) e clarified quantitatively which grammatical structures are more often adopted as for some commonly 
used everyday words in legal discourse, how frequently these structures are used, and in which genre and 
region they are more commonly used. We showed some of these pieces of information as a sample form of 
legal English dictionary. (3)We clarified quantitatively how legal synonyms and technical terms are used 
differently in terms of meanings, collocations, grammatical structures, regions and genres. (4) We 
identified basic verbs which take highly technical terms as its object and the technical terms used with 
these basic verbs.
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１．研究開始当初の背景 
現在の世界の英語教育学の研究は、大量の言
語データを収集してコーパスを構築し、コー
パス言語学の手法を用いて統計学的に分析
し、英語の語彙・文法分野における新たな知
見を見出し、その成果を語彙・文法研究のみ
ならず、広く英語教育一般の教材、教授法、
辞書、文法書に反映させ、より現実の英語使
用に即した英語教育を展開することが主流
となっている。Longman Grammar of Spoken 
and Written English (1999)を初め COBUILD
系、Longman 系、Oxford 系の数々の辞書、文
法書あるいは教材はコーパス言語学のこの
ような研究成果が結実したものである。近年
は目的別あるいは分野別の専門コーパスが
数多く構築され、それぞれの分野における英
語の言語学的研究に幅広く使われている。本
研究は、司法の分野に特化した大規模専門コ
ーパスを地域別（アメリカとイギリス）、ジ
ャンル別（最高裁判例とロー・ジャーナルと
契約書）に構築し、英語教育と英米法教育と
を融合させた活用発信型の司法英語辞書を
編集し、日本の司法英語教育に新たな境地を
開かんとするプロジェクトである。 
 
２．研究の目的 
英語圏の大学や大学院で法学、政治学、英米
法や司法制度を専攻する日本人学生のため
に、活用発信型の司法英語辞書を、コーパス
言語学の手法を用いて、ESP の視点から編集
し、公表することを目的とする。従来の英米
法の専門用語辞典は、専門用語の定義や語義
には詳しいものの、その専門用語の実際の使
い方は示していない。一般の英語辞書は、法
律で使用される専門的な語義、文法・文型の
説明が貧弱である。英米の法律や司法を学ぼ
うとする日本人は、専門英語の習得に多くの
時間と労力を費やさねばならず、しかもその
成果は個人の中に留まり、他の日本人に引き
継がれ蓄積してゆくことはない。本研究は、
最新のコーパス言語学と英米法の研究成果
を融合させ、日本の将来を担う学生のために
活用発信型の司法英語辞書を提供するもの
である。 
 
３．研究の方法 
 イギリスの最高裁判所判例 1,242,656 語、
アメリカの最高裁判所判例1,139,952語をコ
ーパス化した。更に英米の大学院における法
律家養成課程の実態に鑑み、イギリスの代表
的なロージャーナルを 1,135,346 語、アメリ
カのロージャーナルを1,141,299語コーパス
化した。これによって司法英語の調査対象が
大きく広がることとなった。 
 いくつかの英和辞書でパイロット調査を
行い、最終的には Oxford English Dictionary 
(1989)で law use と表記されている全ての語
2806 語とそこで提示されている3183の司法
の専門語義を抽出した。これによって一般英
語が司法の専門語義で使用されている語が、

歴史的スパンで収集され、通時的、共時的語
彙データが獲得されたことになった。 
 
４．研究成果 
(1)司法英語では一般的な語が一般的な語義
と司法英語の専門的な語義とで使い分けら
れることが多いが、どの語がどのような一般
語義と専門語義とで使い分けがなされてい
るのかを Oxford English Dictionary (1989)
を使って歴史的に抽出し、その語義を明らか
にした。 
(2)一般的な語が一般語義と司法語義で使用
されている場合、その典型的な文法形式が異
なる場合が多い。各語の語義別にどの文法形
式がどの程度の頻度で地域別、ジャンル別に
使用されているのかをコーパス言語学を使
って数量的に明らかにした。 
(3)司法英語では独特な類義語、専門性の高
い法律用語が数多く使い分けられるが、その
違いを語義だけでなく、コロケーション、文
法形式、地域、ジャンル等の要素別に、コー
パス言語学の手法を使いその違いを数量的
に明らかにした。 
(4)司法英語では、極めて基本的な動詞の目
的語に司法英語の専門用語を持ってくる表
現形式が特徴的である。これは Jespersen 
(1942)の言う“light verb construction”
に通じる用法である。この用法で使われる基
本動詞、その目的語となる専門用語、コロケ
ーションなどを地域別ジャンル別に分類し、
典型的な用法とその使用頻度を明らかにし
た。 
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